
　

文
部
科
学
省
ほ
か
関
係
省
庁
（
外
務
省
、
法
務
省
、
厚
生
労
働
省
、
経
済
産
業
省
、
国
土
交
通
省
）

は
、
日
本
を
世
界
に
よ
り
開
か
れ
た
国
と
し
て
ア
ジ
ア
、
世
界
間
の
ヒ
ト・

モ
ノ・

カ
ネ
、
情
報
の

流
れ
を
拡
大
す
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
」
を
展
開
す
る
一
環
と
し
て
、
２
０
０
８
年
７
月
に
２
０
２

０
年
を
目
途
に
30
万
人
の
留
学
生
受
入
れ
を
目
指
す
「
留
学
生
30
万
人
計
画
」
を
策
定
し
た
。
そ
し

て
今
日
ま
で
日
本
留
学
の
関
心
を
呼
び
起
こ
す
動
機
付
け
や
情
報
提
供
か
ら
、
入
試・

入
学・

入
国

の
改
善
、
大
学
な
ど
の
教
育
機
関
や
社
会
に
お
け
る
受
け
入
れ
態
勢
の
整
備
、
卒
業・

修
了
後
の
就

職
支
援
等
に
至
る
幅
広
い
施
策
を
展
開
し
て
い
る
。
同
時
に
各
大
学
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
推
進

に
よ
り
、
大
学
（
大
学
院
を
含
む
）、
短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
（
専
門
課
程
）
に
在

籍
す
る
外
国
人
留
学
生
は
約
24
万
人
に
達
し
て
い
る
（
２
０
１
６
年
５
月
１
日
現
在
／
日
本
学
生
支

援
機
構
）。

　

こ
う
し
た
中
で
、
外
国
人
留
学
生
の
日
本
国
内
に
お
け
る
就
職
希
望
者
の
増
加
に
従
っ
て
、
日
本

企
業
に
お
け
る
外
国
人
の
活
用
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
就
労
ビ
ザ
の
取

得
や
企
業
側
の
受
け
入
れ
態
勢
な
ど
の
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
外
国
人
留
学
生
が
日
本

小特集

外
国
人
留
学
生
へ
の
就
職
支
援
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で
就
職
す
る
場
合
に
は
、
外
資
系
企
業
を
選
択
す
る
割
合
が
高
く
、
日
本
に
本
社
を
置
く
い
わ
ゆ
る

日
本
企
業
を
希
望
す
る
割
合
が
低
い
現
状
も
存
在
す
る
。

　

本
小
特
集
で
は
、「
外
国
人
留
学
生
へ
の
就
職
支
援
」
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
視
点
か

ら
、
各
大
学
に
お
け
る
外
国
人
留
学
生
に
対
す
る
就
職
支
援
の
事
例
（
現
在
課
題
だ
と
考
え
て
お
ら

れ
る
点
、
改
善
す
べ
き
点
な
ど
の
問
題
提
起
を
含
む
）
お
よ
び
企
業
に
お
け
る
外
国
人
採
用
に
係
る

態
勢
の
整
備
や
課
題
な
ど
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
の
外
国
人
留
学
生
へ
の
就
職
支
援
の
あ

り
方
を
考
え
る
機
会
と
し
た
い
。

人
一
人
は
大
切
な
り

柳
井 

望

●
同
志
社
大
学
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
所
長

一
人
一
人
と
向
き
合
う
就
職
支
援
を
目
指
し
て

森 
伸
也

●
法
政
大
学
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
市
ヶ
谷
事
務
課
就
職
支
援
担
当
主
任

ア
ジ
ア
太
平
洋
の
未
来
を
創
る
人
材
の
育
成
に
向
け
て

─�

Ａ
Ｐ
Ｕ
ら
し
い
異
文
化
理
解
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
と
寛
容
さ
を
育
む
教
育

金 

賛
會

●
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
副
学
長
、
就
職
部
長

企
業
調
査
か
ら
読
み
解
く
外
国
人
留
学
生
の
採
用
状
況
と
今
後
の
展
望

福
田 

謙
一

●
株
式
会
社
マ
イ
ナ
ビ
就
職
情
報
事
業
本
部
グ
ロ
ー
バ
ル
採
用
企
画
統
括
部
主
任
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１　
外
国
人
留
学
生
へ
の
就
職
支
援
事
例

　

本
学
に
は
２
０
１
７
年
５
月
１
日
現
在
、
85
の
国・

地
域
の
外

国
人
留
学
生
（
以
下
、
留
学
生
）
１
４
３
０
人
が
在
籍
し
て
い
る

（
図
表
１・

２
）。
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
留
学
生
へ
の
主
な

就
職
支
援
事
例
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

⑴　

求
人
情
報
、
学
内
で
実
施
す
る
各
種
セ
ミ
ナ
ー
情
報
、
企
業

情
報
、
先
輩
の
就
職
活
動
体
験
記
な
ど
を
提
供
。

⑵　
「
ビ
ジ
ネ
ス
日
本
語
講
座
」「
外
国
人
留
学
生
の
た
め
の
就
職

ガ
イ
ダ
ン
ス
」「
日
本
企
業
研
究
講
座
（
日
本
企
業
の
特
質・
日

本
企
業
の
仕
事
研
究
）」「
外
国
人
留
学
生
の
た
め
の
エ
ン
ト
リ
ー

シ
ー
ト
講
座
」「
外
国
人
留
学
生
の
た
め
の
面
接
講
座
」
な
ど
、

留
学
生
向
け
に
特
化
し
た
セ
ミ
ナ
ー
や
講
座
を
開
催
。

⑶　

留
学
生
に
加
え
て
、
将
来
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
し
た
い
日

本
人
学
生
も
対
象
と
す
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
リ
ア
フ
ェ
ア
」

を
６
月
19
日
か
ら

７
月
19
日
ま
で
の

１
カ
月
間
に
わ

た
っ
て
開
催
。

⑷　

留
学
生
に
日
本

独
特
の
雇
用
慣
行

（
終
身
雇
用
、
年

功
賃
金
、
新
卒
一

括
採
用
）
や
採
用

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、

就
職
活
動
の
概
要

を
理
解
し
て
も
ら

う
た
め
に
、
本
学

キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー

小
特
集

外
国
人
留
学
生
へ
の
就
職
支
援

人
一
人
は
大
切
な
り

柳
井 

望
●
同
志
社
大
学
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
所
長図表１　外国人留学生在籍者数推移（2006～2017年度）
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図表２　2017年度同志社大学外国人留学生 国・地域別在籍者数（2017年5月1日現在）

国・地域 合  計
男 女

アジア

韓国 215 164
台湾 17 36
中国（香港含む） 228 314
インド 1 2
インドネシア 8 8
シンガポール 1 7
スリランカ 0 1
タイ 6 6
日本 3 4
ネパール 2 0
パキスタン 1 0
バングラデシュ 4 1
フィリピン 7 5
ベトナム 5 19
マレーシア 3 5
モンゴル 1 1
　小　計 502 573

北　米
アメリカ 59 70
カナダ 4 0
　小　計 63 70

中南米

エルサルバドル 0 1
コロンビア 2 0
ジャマイカ 1 0
チリ 1 0
ブラジル 1 0
メキシコ 2 2
　小　計 7 3

欧　州

アイルランド 2 1
アルバニア 1 0
イギリス 7 9
イタリア 5 0
ウクライナ 0 1
ウズベキスタン 1 0
オランダ 1 3
カザフスタン 2 2
キルギス 2 0
ジョージア 0 1
スイス 1 2
スウェーデン 1 1
スペイン 3 2
タジキスタン 0 1
チェコ 2 1
デンマーク 1 1
ドイツ 13 14
ノルウェー 2 2
ハンガリー 0 1
フィンランド 1 1

国・地域 合  計
男 女

欧　州

フランス 14 9
ブルガリア 0 1
ベルギー 1 0
ポルトガル 1 0
リトアニア 1 0
ロシア 5 2
　小　計 67 55

オセアニア

オーストラリア 4 2
ソロモン諸島 1 0
ニュージーランド 4 0
パプアニューギニア 1 0
　小　計 10 2

中　東

アフガニスタン 5 0
イスラエル 0 1
イラン 2 2
サウジアラビア 4 1
シリア 1 0
トルコ 2 2
バーレーン 1 0
パレスチナ 4 1
ヨルダン 1 0
レバノン 0 1
　小　計 20 8

アフリカ

アルジェリア 1 0
ウガンダ 4 2
エジプト 1 1
エチオピア 1 0
ケニア 4 0
コートジボワール 1 0
ザンビア 0 1
ジンバブエ 1 0
セネガル 2 0
タンザニア 1 0
チュニジア 0 1
トーゴ 1 0
ナイジェリア 4 0
ナミビア 1 0
ブルキナファソ 1 0
マリ 0 1
南アフリカ 11 3
モーリシャス 0 1
モーリタニア 1 0
モザンビーク 4 0
モロッコ 0 1
　小　計 39 11

合　　　計 708 722
1,430

（人） （人）

小特集●外国人留学生への就職支援
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ジ
に
「
外
国
人
留
学
生
の
方
へ
」
を
掲
載
。

	
http://career-center.doshisha.ac.jp/international_	
student/international_student.htm

l
	

　

主
な
内
容
は
、「
１
．
外
国
人
留
学
生
の
就
職
─
求
め
ら
れ
る

能
力
」「
２
．
日
本
の
就
職
活
動
と
は
」「
３
．
日
本
で
就
職
す

る
た
め
に
は
（
在
学
中
の
準
備
）」「
４
．
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
支
援
」「
５
．
在
留
資
格
に
つ
い
て
」「
６
．
外
国
人
留

学
生
の
就
職
活
動
体
験
記
」「
７
．
外
国
人
留
学
生
向
け
サ
イ
ト

リ
ン
ク
集
」
で
あ
る
。

⑸　

日
本
で
の
就
職
を
早
期
か
ら
意
識
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
入

学
時
に
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、「
外
国
人
留
学
生
の

た
め
の
就
職
ガ
イ
ド
」（
日
本
語・

英
語
併
記
版
、日
本
語・

中
国

語
併
記
版
、
日
本
語・

コ
リ
ア
語
併
記
版
の
３
種
類
）
を
配
付
。

	

　

主
な
内
容
は
、「
１
．
就
職
活
動
の
概
要
」「
２
．
日
本
で
の

就
職
活
動
【
準
備
編
】」「
３
．
日
本
で
の
就
職
活
動
【
活
動

編
】」「
４
．
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
支
援
」「
５
．
そ
の
他

の
お
知
ら
せ
」
で
あ
る
（
図
表
３
）。

⑹　

本
学
が
文
部
科
学
省
の
「
国
際
化
拠
点
整
備
事
業
（
グ
ロ
ー

バ
ル
30
）」（
２
０
０
９
年
度
～
２
０
１
３
年
度
）
に
採
択
さ
れ

た
こ
と
を
機
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
に
お
い
て
海
外
勤
務
の
経

験
が
あ
り
、
語
学
力
に
も
優
れ
た
職
員
を
２
０
０
９
年
度
か
ら

キ
ャ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
１
名
配
置
。
留
学
生
へ

の
求
人
案
内
や
個
別
指
導
に
加
え
て
、
企
業
を
訪
問
し
て
留
学

生
の
採
用
状
況
な
ど
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
新
規
企
業
開
拓
と
い
っ

た
留
学
生
の
就
職
支
援
に
務
め
て
い
る
。

⑺　

前
述
の
キ
ャ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
、
専
任
職
員
に
よ
る
個
別
相
談
を
年
間
を
通
じ
て
実
施
。

２　
今
後
の
取
組
み

　

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
、
個
々
の
事
情
が
異
な
る
さ
ま

ざ
ま
な
留
学
生
が
在
籍
し
て
い
る
た
め
、
年
間
を
通
し
て
行
う
懇

切
丁
寧
な
個
別
相
談
が
最
も
有
効
な
支
援
策
と
考
え
て
い
る
。
他

部
署
の
協
力
を
得
て
、
留
学
生
全
員
に
、
入
学
時
に
は
将
来
の
進

路
に
つ
い
て
意
向
調
査
を
行
い
、
卒
業
時
に
は
進
路
先
を
把
握
す

る
仕
組
み
を
つ
く
り
た
い
。
そ
し
て
、
就
職
を
希
望
す
る
留
学
生

に
対
し
て
は
、
彼
ら
の
進
路
選
択
に
関
す
る
満
足
度
を
高
め
た
い
。

ま
た
、
留
学
生
受
入
企
業
や
外
部
の
支
援
機
関
を
開
拓
し
、
連
携

を
強
化
し
て
情
報
を
共
有
し
、
情
報
発
信
を
図
り
た
い
。
加
え
て
、

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
職
員
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
能
力
の
向
上
お
よ

び
人
工
知
能
時
代
に
備
え
た
各
種
情
報
の
蓄
積
に
取
組
み
た
い
。

　

就
職
支
援
に
即
効
策
は
な
い
。
地
道
に
、
誠
実
に
、
日
々
の
業

務
に
取
組
む
中
で
課
題
を
発
見
し
、
そ
れ
を
着
実
に
解
決
し
て
い
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く
こ
と
が
、
留
学
生
の
就
職
支
援
体
制
の
充
実
に
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
る
。

　
「
人
一
人
は
大
切
な
り
」。「
社
員
た
る
も
の
は
、生
徒
を
鄭
重
に
取

扱
ふ
可
き
事
」。
い
ず
れ
も
校
祖
新
島
襄
の
言
葉
（
後
者
は
遺
言
の

一
部
）
で
あ
る
。
留

学
生
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
自
分
の
進
路
、

も
っ
と
言
え
ば
自
分

の
人
生
に
つ
い
て
判

断
し
、
決
定
を
下
す

の
は
、
学
生
自
身
で

あ
る
。
私
た
ち
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、

引
き
続
き
、
学
生
が

自
ら
の
力
で
自
分
の

将
来
に
つ
い
て
考

え
、
決
断
し
、
道
を

切
り
開
い
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、

学
生
一
人
ひ
と
り
に

寄
り
添
っ
て
誠
実
に

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く

所
存
で
あ
る
。	

図表３　外国人留学生のための就職ガイド（日本語・中国語併記版）抜粋

小特集●外国人留学生への就職支援
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は
じ
め
に

　

法
政
大
学
は
、
１
３
０
年
を
超
え
る
歴
史
に
お
い
て
、
学
生
交

流
や
学
術
交
流
に
取
り
組
み
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
推
進
し
て
き
た
。

１
９
７
７
年
に
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
（
現 
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
セ
ン

タ
ー
）
を
新
設
し
、
１
９
９
７
年
に
は
交
換
留
学
生
の
受
け
入
れ

を
開
始
し
た
。
現
在
、
約
８
０
０
名
の
外
国
人
留
学
生
（
学
部
生
、

大
学
院
生
、
交
換
留
学
生
）
が
在
籍
し
て
い
る
。
２
０
１
４
年
の

「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成
支
援
」
採
択
を
機
に
グ
ロ
ー
バ

ル
化
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
、
２
０
２
３
年
に
は
３
０
０
０
名
の
留

学
生
受
け
入
れ
を
予
定
し
て
い
る
。
現
在
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
も
留
学
生
の
就
職
支
援
を
年
々
強
化
し
、
希
望
に
沿
っ

た
進
路
を
選
択
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

１　
法
政
大
学
の
就
職
支
援
に
つ
い
て

　

本
学
で
は
、
年
間
２
万
件
を
超
え
る
就
職
個
別
相
談
に
お
い
て
、

学
生
一
人
一
人
の
悩
み
や
相
談
に
き
め
細
か
く
対
応
す
る
こ
と
を

就
職
支
援
の
軸
と
し
、
日
々
学
生
と
向
き
合
っ
て
い
る
。
ま
た
、

年
間
を
通
じ
て
就
職
支
援
イ
ベ
ン
ト
を
学
内
で
実
施
し
、
就
職
活

動
生
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
外
国
人
留
学
生
に
対
し
て
も
同
様

の
支
援
を
行
っ
て
き
た
が
、
日
本
で
就
職
を
希
望
す
る
留
学
生
が

こ
こ
数
年
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
背
景
に
、
留
学
生
を
対
象
と
す

る
支
援
イ
ベ
ン
ト
も
充
実
さ
せ
て
き
た
。
留
学
生
の
支
援
を
行
う

中
で
、
特
に
課
題
だ
っ
た
の
は
、
留
学
生
が
日
本
特
有
の
就
職
活

動
を
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
と
、
日
本
人
学
生
に
比
べ
て
就
職
活

動
に
対
す
る
意
識
が
低
く
活
動
量
が
少
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ

れ
ら
に
つ
い
て
は
留
学
生
対
象
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
理
解
さ
せ
、

イ
ベ
ン
ト
参
加
後
に
個
別
相
談
に
来
さ
せ
る
よ
う
に
努
め
た
。
留

学
生
を
対
象
と
し
た
主
な
イ
ベ
ン
ト
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

①
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
②
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
③
在
留
資
格
セ

小
特
集

外
国
人
留
学
生
へ
の
就
職
支
援

一
人
一
人
と
向
き
合
う
就
職
支
援
を
目
指
し
て

森 

伸
也
●
法
政
大
学
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
市
ヶ
谷
事
務
課
就
職
支
援
担
当
主
任
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ミ
ナ
ー
④
業
界・

企
業
研
究
講
座
⑤
自
己
分
析
講
座
⑥
エ
ン
ト
リ
ー

シ
ー
ト
講
座
⑦
留
学
生
内
定
者
と
の
交
流
会
⑧
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

講
座
⑨
面
接
講
座
⑩
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
講
座

　

留
学
生
対
象
の
イ
ベ
ン
ト
は
就
職
活
動
の
初
期
段
階
の
支
援
と

考
え
て
お
り
、
特
に
留
学
生
が
注
意
す
べ
き
点
に
つ
い
て
理
解
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
そ
の
後
、
日
本
人
学
生
と
合
同
の
各
種

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
よ
う
促
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
取
り
組
み

と
し
て
は
、
１
、
２
週
間
に
１
回
、
求
人
情
報
や
イ
ベ
ン
ト
情
報

を
紹
介
す
る
「
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
」
を
実
施
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
本
年
度
か
ら
、
就
職
活
動
を
行
う
全
留
学
生
と
個
別
面
談

を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。
就
職
活
動
を
前
に
、
学
生
の
進
路
希

望
を
把
握
し
て
一
人
一
人
に
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
と
と
も

に
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
利
用
を
促
進
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま

た
、
関
連
部
局
で
あ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
を

強
め
て
い
る
。
定
期
的
に
情
報
共
有
の
場
を
設
け
、
学
生
生
活
に

関
す
る
情
報
を
収
集
し
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
就
職
状
況

や
就
職
支
援
体
制
を
説
明
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
セ
ン
タ
ー
か
ら

も
留
学
生
に
周
知
し
て
も
ら
う
体
制
を
築
い
て
い
る
。

２　
法
政
大
学
の
就
職
実
績
に
つ
い
て

　

本
学
の
留
学
生
の
就
職
状
況
は
、
前
記
の
取
り
組
み
の
成
果
も

あ
っ
て
着
実
に
伸
び
て
い
る
。
実
就
職
率
【
就
職
者
数
÷〔
卒
業

（
修
了
）
者
数

－

大
学
院
進
学
者
数
〕×
１
０
０
】
に
よ
る
と
、
２

０
１
３
年
３
月
卒
の
留
学
生
は
学
部
生・

大
学
院
生
と
も
に
40
％

に
満
た
な
か
っ
た
が
、
２
０
１
７
年
３
月
卒
で
は
い
ず
れ
も
約
60
％

に
増
加
し
た
。
就
職
先
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
推
進
す
る
メ
ー

カ
ー・

商
社・

小
売
業
が
多
い
。

お
わ
り
に（
今
後
の
課
題
）

　

本
学
が
、今
後
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
推
進
す
る
中
で
抱
え
て
い
る

課
題
を
挙
げ
る
と
、
１
点
目
は
、
日
本
語
が
で
き
な
い
留
学
生
に

対
す
る
就
職
支
援
で
あ
る
。
２
０
１
６
年
に
全
授
業
を
英
語
で
受

講
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ス
タ
ー
ト
し
た
た
め
、
日
本
語
が
で
き
な

い
留
学
生
が
増
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
１
年
次
に
は
キ
ャ
リ
ア

ガ
イ
ダ
ン
ス
を
英
語
で
実
施
し
、
２
年
次
に
は
英
語
で
就
職
個
別

面
談
を
実
施
し
、
就
職
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　

２
点
目
は
、
留
学
生
が
増
え
続
け
る
中
で
、
い
か
に
一
人
一
人

の
留
学
生
と
向
き
合
っ
て
い
く
か
で
あ
る
。
本
年
度
か
ら
行
う
面

談
を
継
続
し
、
定
期
的
に
相
談
に
来
さ
せ
る
体
制
を
築
く
こ
と
が

で
き
る
か
ど
う
か
が
課
題
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
の
存
在
意
義
を
高
め
る
と
と
も
に
、
関
連
部
局
と
の
連

携
を
強
化
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。�
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は
じ
め
に

　

立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
（
以
下
、
Ａ
Ｐ
Ｕ
）
は
、「
自
由・

平
和・

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
」、「
国
際
相
互
理
解
」、「
ア
ジ
ア
太
平

洋
の
未
来
創
造
」
を
基
本
理
念
と
し
て
、
２
０
０
０
年
に
大
分
県

別
府
市
に
開
学
し
た
国
際
的
な
大
学
で
あ
る
。
約
５
８
０
０
名
の

正
規
学
生
の
う
ち
、
世
界
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
国
際
学
生
（
Ａ
Ｐ

Ｕ
に
お
け
る
留
学
生
の
呼
称
）
が
半
数
を
占
め
、
教
員
も
約
半
数

が
外
国
籍
と
い
う
多
文
化・

多
言
語
の
環
境
に
あ
る
。

　

Ａ
Ｐ
Ｕ
に
は
、
国
際
経
営
学
部・

ア
ジ
ア
太
平
洋
学
部
、
経
営

管
理
研
究
科・

ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
科
が
あ
り
、
国
際
経
営
学
部・

経
営
管
理
研
究
科
は
、
２
０
１
６
年
８
月
に
米
国
の
ビ
ジ
ネ
ス
教

育
に
お
け
る
国
際
認
証
評
価
機
関A

A
CSB International

の 

認
証
を
取
得
し
、
世
界
で
も
最
高
水
準
の
ビ
ジ
ネ
ス
教
育
を
提
供

す
る
教
育
機
関
と
し
て
認
め
ら
れ
た
。

　

開
学
以
来
17
年
、
１
４
０
以
上
の
国・

地
域
か
ら
学
生
が
集
い
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
や
産
業
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
を
目
指
し
て
い
る
。
学
生
は
、
日
英
二
言
語
で
、
多
文
化
共
生
、

ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
持
続
可
能
な
開
発
な
ど
を
、
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
オ
フ
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
テ
ー
マ
型
海
外
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
な

ど
）、
地
域
交
流
授
業
、
ビ
ジ
ネ
ス
ケ
ー
ス
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
、

キ
ャ
ッ
プ
ス
ト
ー
ン１な
ど
ア
ク
テ
ィ
ブ・

ラ
ー
ニ
ン
グ
を
取
り
入

れ
て
学
ん
で
い
る
。

１　
Ａ
Ｐ
Ｕ
に
お
け
る
進
路・

就
職
の
特
徴

　

Ａ
Ｐ
Ｕ
の
国
際
学
生
の
約
70
％
は
９
月
入
学
者
で
あ
る
。
学
生

は
「
多
文
化
環
境
」「
就
職
実
績
」「
学
部
の
教
育
内
容
」
に
魅
力

小
特
集

外
国
人
留
学
生
へ
の
就
職
支
援

ア
ジ
ア
太
平
洋
の
未
来
を
創
る
人
材
の
育
成
に
向
け
て

─
Ａ
Ｐ
Ｕ
ら
し
い
異
文
化
理
解
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
と
寛
容
さ
を
育
む
教
育

金 

賛
會
●
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
副
学
長
、
就
職
部
長
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を
感
じ
て
お
り
、
入
学
時
に
は
約
50
％
が
大
学
院
レ
ベ
ル
ま
で
教

育
を
受
け
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る２。
３
回
生
春
季
キ
ャ
リ
ア
ガ

イ
ダ
ン
ス
時
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
継
続
し
て
日
本
で
働
き
た
い

と
考
え
て
い
る
国
際
学
生
は
約
60
％
に
上
る
。
９
月
卒
業
ま
で
に

就
職
先
を
決
め
る
た
め
の
苦
労
は
多
い
。
し
か
し
、
他
国
の
よ
う

に
卒
業
後
に
就
職
活
動
を
行
う
の
で
は
な
く
、
正
社
員
と
な
る
進

路
を
在
学
中
に
決
定
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
く
、
日
本
へ
の
留

学
を
決
め
る
際
の
重
要
指
標
で
あ
る
。

　

就
職
決
定
率
は
、
２
０
１
６
年
度
実
績
で
93・

５
％
。
就
職
決

定
者
に
占
め
る
日
本
で
の
就
職
率
は
62・
２
％
。
業
種
別
で
は
、

①
サ
ー
ビ
ス
業
（
32・

３
％
）、
②
製
造
業
（
14・

５
％
）、
③
情

報
通
信
業
（
９・

５
％
）
の
順
で
あ
り
、
従
業
員
規
模
別
で
は
、

１
０
０
０
人
以
上
の
巨
大
企
業
へ
の
就
職
が
33・
２
％
で
あ
る
。

難
関
外
資
系
企
業
に
も
20
名
近
く
を
採
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

帰
国
就
職
を
含
む
海
外
就
職
は
32
％
で
、
30
カ
国・

地
域
に
及
ぶ
。

大
学
院
進
学
は
61
名
で
あ
る
。

　

企
業
か
ら
は
、
異
文
化
を
受
け
入
れ
る
柔
軟
性
、
素
直
さ
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
視
点
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
な
ど
を
高
く
評
価
し
て
い
た
だ
い
て
い
る３。
一
方
、
日
本
で

の
就
職
活
動
に
苦
労
し
て
い
る
場
合
は
、
表
現
方
法
を
含
む
日
本

語
力
、
文
化
的
背
景
の
違
い
に
起
因
す
る
も
の
ご
と
の
捉
え
方
、

日
本
企
業
の
風
土
に
対
す
る
理
解
不
足
が
課
題
と
さ
れ
て
い
る
。

　

日
本
企
業
で
継
続
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
要
因
と
し
て
は
、

直
属
の
上
長
や
職
場
全
体
に
よ
る
宗
教・

文
化
的
習
慣
へ
の
理
解

が
大
き
い
。
宗
教
に
よ
っ
て
は
、
業
務
時
間
内
に
お
祈
り
を
す
る

習
慣
が
あ
る
、
飲
酒
習
慣
が
な
い
こ
と
に
対
し
、
理
解
を
示
し
て

一
定
の
配
慮
を
す
る
、
積
極
的
に
ハ
ラ
ル
フ
ー
ド
な
ど
を
取
り
入

れ
る
な
ど
、
企
業
の
環
境
整
備
が
進
み
始
め
て
い
る
。

２　
国
際
学
生
の
進
路・

就
職
を
支
え
る
Ａ
Ｐ
Ｕ
教
育

　

Ａ
Ｐ
Ｕ
に
入
学
す
る
国
際
学
生
の
ほ
と
ん
ど
は
入
学
前
の
日
本

語
学
習
経
験
が
な
く
、
学
生
の
学
び
や
生
活
の
基
盤
を
作
り
上
げ

る
の
は
入
学
後
の
日
本
語
教
育
で
あ
る
。
英
語
基
準
国
際
学
生
は

日
本
語
16
単
位
を
必
修
科
目
と
し
て
履
修
し
、
同
時
に
英
語
で
共

通
教
養
科
目
、
専
門
科
目
を
学
ぶ
。
授
業
は
ク
ォ
ー
タ
ー
制
ま
た

は
セ
メ
ス
タ
ー
制
で
行
わ
れ
、
言
語
教
育
は
週
４
回
。
日
本
語
学

習
経
験
の
な
い
学
生
が
専
門
科
目
を
日
本
語
で
受
講
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
日
本
で
就
職
し
た
い
と
い
う
希
望
が
実
現
で
き
る
よ
う

に
教
員
は
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
し
て
い
る
。
必
修
科
目
修
了
後
も

日
本
語
科
目
を
継
続
し
て
履
修
し
た
国
際
学
生
は
、
日
本
で
の
就

職
決
定
率
が
高
い
。
日
本
語
科
目
に
お
い
て
、
開
学
時
か
ら
行
っ

て
き
た
イ
ン
タ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
型
授
業
（
地
域
交
流
授
業
）
と
そ
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の
発
展
型
や
、
１
回
生
時
の
Ａ
Ｐ
ハ
ウ
ス
（
学
生
寮
）
の
生
活
も
、

国
際
学
生
が
短
期
間
で
日
本
の
文
化
や
生
活
習
慣
、
決
ま
り
ご
と
、

日
本
語
を
習
得
す
る
た
め
の
重
要
な
取
り
組
み
で
あ
る４。
３
回
生

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
は
「
キ
ャ
リ
ア
日
本
語
」
が
置
か
れ
、
①
日

系
企
業
に
就
職
を
目
指
す
人
に
求
め
ら
れ
る
高
度
な
日
本
語
力
を

養
い
、
就
職
活
動
、
日
本
的
雇
用
慣
行
、
企
業
文
化
に
つ
い
て
の

知
識
を
深
め
る
、
②
自
己
分
析
や
企
業
分
析
を
通
し
て
自
分
の
能

力・

適
性
に
合
う
職
業
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し

て
い
る
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
し
て
は
、
選
択
科
目
に
「
キ
ャ
リ
ア・

デ
ザ
イ
ン
Ⅰ・

Ⅱ・

Ⅲ
」
が
配
置
さ
れ
、
体
系
的
に
自
己
の
キ
ャ

リ
ア
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
設
計
さ
れ
て
い
る
。

科 

目 

名

ね　
　

ら　
　

い

キ
ャ
リ
ア・

デ
ザ
イ
ン
Ⅰ

自
分
ら
し
い
生
き
方
を
主
体
的
に
デ
ザ
イ
ン
し
、
仕

事
を
通
し
て
ど
の
よ
う
に
自
己
表
現
を
行
っ
て
い

き
た
い
の
か
を
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
す
る

キ
ャ
リ
ア・

デ
ザ
イ
ン
Ⅱ

経
営
学
の
理
論
を
応
用
し
て
業
界・

企
業
研
究
を

行
う

キ
ャ
リ
ア・

デ
ザ
イ
ン
Ⅲ

就
職
活
動
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
不
可
欠
な
キ
ャ

リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
の
重
要
性
を
認
識
し
、
そ
れ
を
醸

成
す
る

３�　
Ｔ
Ａ（
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
）、Ｒ
Ａ（
レ
ジ
デ
ン

ト
ア
シ
ス
タ
ン
ト
）な
ど
の
学
生
ス
タ
ッ
フ
活
動
、起
業

　

本
学
で
は
、
学
生
が
ピ
ア・

サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
授
業・

正
課

外
の
取
り
組
み
や
地
域
活
動
、
高
校
生
を
対
象
と
し
た
宿
泊
型
イ

ベ
ン
ト
な
ど
に
参
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
国
際
協
力
、
世
界
的
規

模
で
生
起
す
る
難
民
、
飢
餓
、
貧
困
な
ど
の
問
題
に
取
り
組
む
各

種
団
体
の
創
設
や
、
国
内
外
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
に
参
加

す
る
学
生
も
い
る
。
文
化
的
背
景
の
異
な
る
学
生
同
士
が
意
見
を

す
り
合
わ
せ
て
、
活
動
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
い
く
こ
と
は
容
易

で
は
な
い
。
ぶ
つ
か
り
合
い
、
日
々
悩
み
な
が
ら
組
織
を
運
営
し
、

物
事
を
す
す
め
て
い
く
経
験
を
し
な
が
ら
他
者
へ
の
敬
意
や
寛
容

さ
を
培
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
大
分
県
お
よ
び
別
府
市
は
、
留
学
生
の
支
援
を
積
極
的

に
進
め
て
お
り
、
２
０
１
６
年
に
「
留
学
生
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
」

（
運
営
委
託
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
お
お
い
た
）
を
開
設

し
、
留
学
生
の
起
業
支
援
、
留
学
生
と
県
内
企
業
な
ど
と
の
協
働

の
橋
渡
し
を
行
っ
て
い
る
。
学
生
は
、
こ
う
し
た
仕
組
み
も
活
用

し
、
社
会
で
の
学
び
を
広
げ
て
い
る
。
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４　
卒
業
生
が
Ａ
Ｐ
Ｕ
の
教
育
に
参
画
す
る
取
り
組
み

　

国
際
学
生
を
含
め
、
学
生
は
、
生
活
の
基
盤
と
し
て
４
年
間
暮

ら
す
大
分・
別
府
と
Ａ
Ｐ
Ｕ
を
愛
し
て
い
る
。
多
く
の
卒
業
生
が

休
暇
や
商
用
で
国
内
外
か
ら
大
分・

別
府
と
Ａ
Ｐ
Ｕ
を
訪
れ
、
ひ

と
ま
わ
り
成
長
し
た
姿
を
見
せ
て
く
れ
る
。
大
学
側
は
、
卒
業
生

の
「
大
学
や
地
域
に
恩
返
し
を
し
た
い
」
と
い
う
強
い
思
い
を
在

学
生
の
教
育
に
生
か
し
て
い
く
取
り
組
み
を
、
校
友
会
と
連
携
し

て
進
め
て
い
る
。
中
級
以
上
の
日
本
語
ク
ラ
ス
で
は
、
日
本
で
就

職
し
た
卒
業
生
が
、
日
本
語
学
習
の
重
要
性
と
実
社
会
で
ど
の
よ

う
に
働
い
て
い
る
か
を
在
学
生
に
直
接
話
す
機
会
を
設
け
て
い
る
。

日
本
語
初
級
ク
ラ
ス
で
は
、
キ
ャ
リ
ア・

オ
フ
ィ
ス
と
先
輩
国
際

学
生
が
日
本
語
学
習
の
重
要
性
を
英
語
で
ガ
イ
ダ
ン
ス
す
る
な
ど
、

将
来
を
み
す
え
て
日
本
語
学
習
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維

持
さ
せ
る
た
め
の
工
夫
を
行
っ
て
い
る
。

５　
就
職
部
に
よ
る
支
援
と
重
点
課
題

　

就
職
部
で
は
、
年
間
約
１
６
０
企
画
（
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
学
生
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
）
を
実
施
し

て
お
り
、
２
０
１
６
年
度
は
延
べ
５
７
０
０
名
が
こ
れ
に
参
加
し

て
い
る
。
学
生
の
個
別
相
談
は
、
交
換
留
学
派
遣
学
生
と
のSkype R

に
よ
る
相
談
を
含
め
て
、
延
べ
６
０
０
０
名
が
利
用
し
た
。
本
学

で
は
、
日
英
二
言
語
に
よ
る
企
画
、
個
別
相
談
を
実
施
し
て
お
り
、

国
際
学
生
あ
る
い
は
国
内
学
生
の
み
を
対
象
と
し
た
企
画
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。

⑴　

４
年
間
を
通
し
た
キ
ャ
リ
ア
形
成

　

２
０
１
４
年
度
か
ら
「
キ
ャ
リ
ア・

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ・

ウ
ィ
ー

ク
」
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
①
社
会
に
あ
る
さ

ま
ざ
ま
な
キ
ャ
リ
ア・

働
き
方
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来

を
考
え
る
、
②
働
く
こ
と
を
楽
し
む
魅
力
的
な
社
会
人
や
卒
業
生

と
の
接
点
を
増
や
し
、
社
会
に
出
る
期
待
感
や
ワ
ク
ワ
ク
感
を
醸

成
す
る
、
③
卒
業
後
の
進
路・

キ
ャ
リ
ア
を
思
い
描
き
、
学
生
生

活
の
目
標
や
意
義
の
確
認
と
充
実
し
た
日
常
生
活
を
過
ご
す
こ
と

を
目
的
と
し
、
学
生
ス
タ
ッ
フ
も
企
画
立
案
、
運
営
を
行
う５。
自

己
理
解
、業
界
研
究
、卒
業
生
を
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
す
る
座
談
会
な

ど
、
学
生
が
主
体
的
に
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る
契
機
と
な
っ
て
い
る
。

⑵　

オ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス・

リ
ク
ル
ー
テ
ィ
ン
グ
（
Ｏ
Ｃ
Ｒ
）

　

日
本
で
の
就
職
活
動
時
に
授
業
を
履
修
中
の
学
生
も
多
い
た
め
、

関
東・

関
西
等
に
お
け
る
就
職
活
動
と
授
業
の
両
立
、
経
済
的
負

担
は
困
難
を
伴
う
。
Ａ
Ｐ
Ｕ
の
開
学
当
初
は
知
名
度
が
低
く
、
国

際
学
生
が
単
独
で
就
職
活
動
を
行
う
の
は
不
利
な
環
境
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
困
難
な
環
境
に
あ
る
学
生
へ
の
支
援
と
し
て
誕
生
し
た
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の
が
Ｏ
Ｃ
Ｒ
で
あ
る
。
現
在
は
、
年
間
３
０
０
社
以
上
の
企
業
に

大
学
へ
お
越
し
い
た
だ
き
、
説
明
会
と
選
考
の
一
部
を
実
施
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
。
Ｏ
Ｃ
Ｒ
を
活
用
し
て
就
職
を
決
定
す
る
国
際

学
生
の
割
合
は
、
日
本
で
就
職
す
る
国
際
学
生
の
約
50
％
で
あ
る
。

⑶　

大
学
院
進
学

　

２
０
１
５
年
度
進
路・
就
職
委
員
会
に
お
い
て
、
海
外
の
大
学

院
進
学
を
支
援
す
る
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

た
。
そ
れ
以
降
、
学
部
教
員
と
も
連
携
し
て
大
学
院
情
報
の
提
供
、

修
了
生
の
キ
ャ
リ
ア
把
握
、
大
学
院
修
了
後
の
キ
ャ
リ
ア
モ
デ
ル

の
提
示
、
低
回
生
か
ら
の
進
学
準
備
な
ど
、
具
体
的
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
。

⑷　

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
と
し
て
の
進
路
開
拓

　

Ａ
Ｐ
Ｕ
の
国
際
学
生
は
、
母
語
、
英
語
、
日
本
語
の
三
言
語
、

さ
ら
に
ア
ジ
ア・

太
平
洋
地
域
の
言
語６を
使
い
、４
年
間
、異
文
化

環
境
で
学
ぶ
。
日
本
企
業
へ
の
就
職
と
と
も
に
、外
資
系
企
業
、国

際
機
関
へ
の
進
出
な
ど
、
Ａ
Ｐ
Ｕ
で
の
経
験
を
生
か
せ
る
進
路
の

充
実
に
向
け
て
、
大
学
と
し
て
も
支
援
を
強
化
す
る
方
針
で
あ
る
。

６　
今
後
に
向
け
て

　

Ａ
Ｐ
Ｕ
に
お
け
る
国
際
学
生
の
進
路
決
定
率
の
高
さ
は
、
学
生

や
卒
業
生
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
、
オ
ー
ル
Ａ
Ｐ
Ｕ
の
知
恵
と
工
夫
、

企
業
の
国
際
学
生
に
対
す
る
理
解
の
積
み
重
ね
に
よ
る
。

　

国
際
学
生
が
Ａ
Ｐ
Ｕ
の
理
念
を
体
現
す
る
存
在
と
し
て
社
会
で

活
躍
す
る
た
め
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル・

ラ
ー
ニ
ン
グ

―
フ
ィ
ー

ル
ド
ス
タ
デ
ィ
と
教
室
に
お
け
る
授
業
を
組
み
合
わ
せ
た
ア
ク
テ
ィ

ブ・

ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
の
充
実
、
多
文
化
協
働
学
修
授
業
の
実

践
、
一
つ
一
つ
の
授
業
の
質
向
上
の
取
り
組
み
な
ど
、
教
育
改
革

が
不
可
欠
で
あ
る７。
ま
た
、
世
界
に
広
が
る
卒
業
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
生
か
し
た
卒
業
生
の
教
育
へ
の
関
与
や
機
会
の
充
実
、
授
業

外
で
の
世
界
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
活
動
な
ど
、
Ａ
Ｐ
Ｕ
ら
し
い

取
り
組
み
を
広
げ
て
、
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
の
た
め
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。３
回
生
時
に
海
外
留
学
を
す
る
国
際
学
生
は
多
く
、日
本
で

就
職
を
希
望
す
る
場
合
は
、
海
外
の
ジ
ョ
ブ
フ
ェ
ア
な
ど
に
参
加

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
通
年
採
用
を
行
う
企
業
な
ど
も
増
え
て

き
て
い
る
が
、
留
学
派
遣
者
へ
の
就
職
支
援
は
日
本
人
学
生
に
と
っ

て
も
悩
み
で
あ
る
。
留
学
生
受
け
入
れ
と
派
遣
の
両
方
を
増
や
そ

う
と
す
る
国
の
政
策
を
後
押
し
で
き
る
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

　

日
本
全
体
を
見
る
と
、
留
学
生
の
採
用
を
希
望
す
る
企
業
等
は

増
え
つ
つ
あ
る
が
、
実
際
の
採
用
数
は
３
名
以
内
が
８
割８で
あ
り
、

日
本
企
業
へ
の
外
国
人
留
学
生
の
就
職
は
、
希
望
者
の
約
半
数
に

過
ぎ
な
い９。
留
学
生
を
採
用
す
る
目
的
は
、「
優
秀
な
人
材
を
確
保
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し
、
外
国
人
と
し
て
の
感
性
や
国
際
感
覚
と
い
っ
た
強
み
を
発
揮

し
て
も
ら
う
こ
と
」
に
あ
る
が
、同
時
に
、高
い
日
本
語
能
力
も
求

め
ら
れ
続
け
て
い
る10。「
外
国
人
材
定
着
に
向
け
た
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ

ン
や
育
成
方
針
の
提
示
、相
談
体
制
の
整
備
、組
織
ビ
ジ
ョ
ン
の
共

有11」の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、２
０
１
４
年
度
に
ア
ジ
ア

太
平
洋
研
究
所
が
行
っ
た
外
国
人
留
学
生
の
就
職
活
動
実
態
調
査

で
も
同
様
の
課
題
が
示
さ
れ
て
い
た12。
世
界
の
大
学
が
優
秀
な
留

学
生
の
獲
得
に
し
の
ぎ
を
削
る
状
況
が
拡
大
し
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
調
査

に
よ
る
と
、２
０
２
５
年
に
は
留
学
生
が
８
０
０
万
人
規
模
に
増
大

す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。日
本
語
や
商
習
慣
の
壁
に
よ
っ
て
、
日

本
で
学
び
日
本
と
世
界
の
発
展
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
る
留
学
生

が
海
外
に
流
出
す
る
状
況
は
、変
え
る
必
要
が
あ
り
、留
学
生
が
日

本
人
と
共
に
力
を
発
揮
で
き
る
環
境
を
、
政
府
、
自
治
体
、
民
間
、

大
学
が
そ
れ
ぞ
れ
役
割
を
果
た
し
つ
つ
、
連
携・

協
働
し
て
実
現

し
て
い
く
こ
と
が
、
い
ま
こ
そ
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

●
注

１　

企
業
と
連
携
し
た
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ

２　

本
学
で
は
、
学
生
の
実
態
を
デ
ー
タ
で
把
握
し
、
政
策
判
断
、

教
学
改
善
、
エ
ン
ロ
ー
ル
メ
ン
ト・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（EM

）
な

ど
の
議
論
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
新
入
生
、
在
学
生
、

卒
業
時
ア
ン
ケ
ー
ト
を
毎
年
実
施
し
て
い
る
。

３　

２
０
１
５
年
度・

２
０
１
６
年
度
合
同
企
業
説
明
会
開
催
時
に

実
施
し
た
企
業
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

４　

本
田
明
子
「
学
習
者
と
母
語
話
者
の
イ
ン
タ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
に

よ
る
日
本
語
学
習
の
可
能
性

―
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
に

お
け
る
地
域
交
流
授
業
の
実
践
か
ら
」『
立
命
館
言
語
文
化
研
究
』

24
巻
第
３
号
（
２
０
１
３
年
３
月
）

５　

Junior A
dviser for Career

（
通
称JA

C

）：
１・

２
回
生 

を
中
心
に
自
ら
キ
ャ
リ
ア
を
学
生
主
体
で
考
え
る
ス
タ
ッ
フ
、

Student Career A
dvisor

（
通
称SCA

）：
内
定
を
得
た
４
回
生

６　

Ａ
Ｐ
Ｕ
で
は
、
中
国
語
、
韓
国
語
、
タ
イ
語
、
マ
レ
ー
語・

イ

ン
ド
ネ
シ
ア
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
を
開
講
。

７　

２
０
１
７
年
度
教
学
改
革
実
施
要
綱
（
２
０
１
６
年
７
月
19
日

大
学
評
議
会
）

８　

D
ISCO

「
外
国
人
留
学
生
／
高
度
外
国
人
材
の
採
用
に
関
す
る

企
業
調
査
」（
２
０
１
６
年
11
月
）

９　

平
成
28
年
６
月
文
部
科
学
省
「
外
国
人
留
学
生
の
就
職
促
進
に

つ
い
て
」

10　

注
８

11　

日
本
貿
易
振
興
機
構
海
外
調
査
部
「
２
０
１
５
年
度
日
本
企
業

の
海
外
事
業
展
開
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」（
ジ
ェ
ト
ロ
海
外

ビ
ジ
ネ
ス
調
査
）
結
果
概
要
（
２
０
１
６
年
３
月
３
日
）

12　

一
般
財
団
法
人　

ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
所
「
関
西
に
お
け
る
高

度
外
国
人
材
活
用

―
外
国
人
留
学
生
の
就
職
活
動
実
態
調
査
と

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に
関
す
る
基
礎
的
調
査
（
２
０
１
４
年

度
）―
」（
２
０
１
５
年
12
月
）
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は
じ
め
に

　

２
０
１
８
年
４
月
の
新
卒
採
用
市
場
は
学
生
優
位
の
売
り
手
市

場
が
続
い
て
い
る
が
、
外
国
人
留
学
生
の
採
用
は
進
ん
で
い
な
い

の
が
現
状
だ
。
労
働
人
口
が
減
少
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
状

況
下
で
、
定
着
し
な
い
原
因
を
探
る
べ
く
、
弊
社
で
は
、「
２
０
１

７
年
卒　

外
国
人
留
学
生
採
用
状
況
調
査
」
を
ま
と
め
た
。

１　
外
国
人
留
学
生
の
採
用
状
況

　

ま
ず
、
外
国
人
留
学
生
を
採
用
し
て
い
る
企
業
の
割
合
を
調
べ

た
と
こ
ろ
、「
採
用
し
た
」
と
回
答
し
た
の
は
18・

２
％
と
２
割
を

下
回
っ
た
。
日
本
学
生
支
援
機
構
に
よ
る
と
、
日
本
に
い
る
外
国

人
留
学
生
の
総
数
は
前
年
か
ら
約
３
万
人
増
加
の
23
万
９
２
８
７

人
で
、
日
本
で
就
職
を
希
望
す
る
者
は
約
64
％
。
そ
の
う
ち
実
際

に
就
職
で
き
た
の
は
約
３
割
に
と
ど
ま
る
。
厚
生
労
働
省
が
発
表

し
た
２
０
１
７
年
４
月

１
日
時
点
の
大
学
卒
業

者
の
内
定
率
97・

６
％

と
比
べ
る
と
、
も
の
足

り
な
い
数
値
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。
こ
の
現

状
を
生
ん
で
い
る
理
由

は
い
く
つ
か
あ
る
。

　

一
つ
目
は
、58・

３
％

の
企
業
が
「
受
け
入
れ

態
勢
」
に
不
安
を
感
じ
て
採
用
に
踏
み
切
っ
て
い
な
い
こ
と
だ
。

ま
た
、
38・

３
％
が
「
過
去
に
外
国
人
留
学
生
を
採
用
し
た
実
績

が
な
い
た
め
」
と
回
答
し
、
採
用
に
つ
い
て
不
安
の
声
が
大
き
い

こ
と
が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
。
新
入
社
員
の
早
期
戦
力
化
と
い

う
命
題
に
加
え
、
異
な
る
文
化
や
価
値
観
を
も
つ
外
国
人
留
学
生

小
特
集

外
国
人
留
学
生
へ
の
就
職
支
援

企
業
調
査
か
ら
読
み
解
く
外
国
人
留
学
生
の
採
用
状
況
と
今
後
の
展
望

福
田 

謙
一
●
株
式
会
社
マ
イ
ナ
ビ
就
職
情
報
事
業
本
部
グ
ロ
ー
バ
ル
採
用
企
画
統
括
部
主
任

図表１　�【全体】2017年卒採用において、
外国人留学生を採用しましたか？

（単一回答、429社回答　％表記）
※全企業による任意回答

採用した
（する予定）
18.2%

採用していない
77.9%

採用できず
終了した　
4.0%
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を
迎
え
入
れ
る
現
場
は
、
期
待
よ
り
も
不
安
が
大
き
く
な
り
、
敬

遠
す
る
傾
向
に
あ
る
。

　

二
つ
目
に
は
、「
求
め
る
日
本
語
能
力
を
も
つ
人
材
が
少
な
い
た

め
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
多
く
の
企
業
が
求
め
る
の
は
、
限
り
な
く

母
国
語
レ
ベ
ル
に
近
い
ビ
ジ
ネ
ス
レ
ベ
ル
の
日
本
語
能
力
だ
。
留

学
生
に
と
っ
て
、
こ
の
日
本
語
能
力
の
ハ
ー
ド
ル
は
非
常
に
高
く
、

優
秀
な
外
国
人
留
学
生
で
あ
っ
て
も
、
日
本
で
の
就
職
を
あ
き
ら

め
て
帰
国
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
。

　

そ
の
ほ
か
、
採
用
に
意
欲
的
な
業
界
で
も
、
在
留
資
格
の
取
得

が
大
き
な
壁
に
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
苦
労
し
て
採
用
し
て

も
在
留
許
可
が
お
り
な
け
れ
ば
徒
労
に
終
わ
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
外
国
人
留
学
生
の
採
用
は
企
業
に
と
っ
て
さ
ま
ざ

ま
な
不
安
要
素
や
ハ
ー
ド
ル
が
あ
り
、
今
後
の
課
題
も
多
い
。
し

か
し
、
企
業
側
の
意
識
の
変
化
や
制
度
の
整
備
が
進
め
ば
、
人
材

不
足
に
悩
む
企
業
に
と
っ
て
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
マ
ー

ケ
ッ
ト
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

２　
外
国
人
留
学
生
の
採
用
目
的
と
事
例

　

外
国
人
留
学
生
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
る
企
業
も
あ
る
。

本
調
査
で
も
、
外
国
人
留
学
生
を
採
用
し
た
企
業
の
約
42
％
が
「
十

分
に
活
躍
し
て
い
る
」
と
回
答
し
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
印
象
を
受
け

て
い
る
割
合
は
10
％
に
も
満
た
な
い
。

　

で
は
、
企
業
は
外
国
人
留
学
生
に
対
し
て
具
体
的
に
何
を
期
待

し
て
い
る
の
か
。
回
答
が
多
か
っ
た
の
は
「
優
秀
な
人
材
を
採
用

し
た
か
っ
た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
優
秀
な
人
材
」
の
定
義
は

企
業
や
人
事
担
当
者
に
よ
っ
て
千
差
万
別
だ
が
、
回
答
結
果
を
見

図表２　外国人留学生採用の際の懸念点／採用を行っていない理由について
（複数選択、235社回答　％表記）
※採用実績が無い企業による任意回答

社内の受け入れ体制が
整っていないため

0 20 40 60 80%

外国人留学生の
採用実績がないため

海外への事業展開をしていない、
もしくは予定もないため
求める日本語能力をもつ

人材が少ないため

優秀な学生の判定が難しいため

在留資格の手続きが面倒なため

求める国の学生の告知方法や
採用方法がわからないため

就職率が高いため

採用コストが高いため

その他

58.3
66.7

55.0

38.3
36.4
39.1

36.2
33.3
37.3

26.4
18.2

29.6

20.0
28.8

16.6

10.6
16.7

8.3

5.5
7.6
4.7

5.5
9.1

4.1

2.6
1.5
3.0

15.3
13.6
16.0

合計
製造業（建設関連・設計含む）
非製造業

小特集●外国人留学生への就職支援
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る
と
、「
海
外
の
事
務
所
や
法
人
に

お
け
る
雇
用・

配
属
を
見
越
し
て
」

や
「
外
国
語
が
必
要
な
業
務
が
あ

る
た
め
」
と
な
っ
て
お
り
、
企
業

に
と
っ
て
特
定
の
国
籍
や
ス
キ
ル

を
持
つ
人
材
を
意
識
し
て
い
る
よ

う
だ
。
日
本
の
本
社
と
現
地
法
人

を
つ
な
ぐ
役
割
を
担
う
た
め
に
採

用
し
て
い
る
ケ
ー
ス
や
、
海
外
進

出
や
外
国
人
採
用
を
翌
年
か
ら
本

格
的
に
計
画
し
て
い
て
、
そ
の
土

台
作
り
の
た
め
に
管
理
部
門
に
配

属
さ
れ
る
ケ
ー
ス
な
ど
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
採
用
の
場
合
は
、

在
留
許
可
が
お
り
や
す
い
。
ま
た
、「
特
に
理
由
は
な
い
」
と
い
う

企
業
も
18・

７
％
あ
る
。

　

特
に
国
籍
に
こ
だ
わ
ら
ず
に
募
集
し
、
選
考
し
た
結
果
、
採
用

し
た
の
が
外
国
人
留
学
生
だ
っ
た
と
い
う
企
業
も
多
く
含
ま
れ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

で
は
、
外
国
人
留
学
生
採
用
に
積
極
的
な
の
は
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
業
界・

企
業
で
あ
り
、
そ
の
理
由
は
何
だ
ろ
う
か
。

　

弊
社
で
は
、
本
年
９
月
、
外
国
人
留
学
生
向
け
の
合
同
企
業
説

明
会
を
東
京
で
開
催
し
た
。
採
用
シ
ー
ズ
ン
も
後
半
で
あ
っ
た
が
、

特
徴
的
な
の
は
、
参
加
し
た
17
社
の
う
ち
７
社
が
北
海
道
の
企
業

だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
中
で
も
、
外
国
人
観
光
客
と
接
す
る
機
会

が
多
い
サ
ー
ビ
ス
業
が
目
立
っ
た
。

　

北
海
道
は
大
学
生
が
少
な
く
、
特
に
学
生
の
目
が
向
き
に
く
い

サ
ー
ビ
ス
業
は
採
用
活
動
に
苦
戦
し
が
ち
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

外
国
人
留
学
生
の
採
用
に
積
極
的
な
姿
勢
が
見
ら
れ
る
。
と
は
い

え
、
北
海
道
の
外
国
人
留
学
生
の
数
は
全
体
の
わ
ず
か
１・

４
％

（
日
本
学
生
支
援
機
構
「
平
成
28
年
度
外
国
人
留
学
生
在
籍
状
況
調

査
結
果
」
よ
り
）。
そ
の
た
め
、
よ
り
多
く
の
外
国
人
留
学
生
と
出

会
え
る
機
会
を
求
め
て
、
東
京
で
開
催
さ
れ
た
合
同
企
業
説
明
会

に
参
加
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
外
国
人
留
学
生
の
採
用
で
特
徴
的
な
こ
と
は
、
内
定

後
の
辞
退
率
の
低
さ
で
あ
る
。
回
答
企
業
の
平
均
内
定
者
数
３・

57
名
に
対
し
て
、
平
均
辞
退
数
は
わ
ず
か
０・

71
名
、
つ
ま
り
、

内
定
の
後
に
19・

８
％
程
度
し
か
辞
退
し
な
い
こ
と
も
、
人
材
不

足
に
悩
む
企
業
に
と
っ
て
は
好
条
件
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
掲
げ
て
い
る
企
業
で
は
、
従
業
員
の

一
定
数
を
外
国
籍
の
社
員
と
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
る
場
合

も
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
よ
う
な
企
業
の
採
用
は
、
外
国
人
留
学

生
も
も
ち
ろ
ん
対
象
と
な
る
が
、
海
外
に
い
る
特
定
の
国
籍
を
持

図表３　外国人留学生の入社後の活躍について
（単一選択、182社回答　％表記）

※全企業による任意回答

0 20 40 60 80 100%

合計
2.7

41.8 29.7 16.5

3.8 5.5

予想以上に活躍している 十分に活躍している
普通 やや不満
戦力になりきれていない 不明（入社前・採用して

間もないため）
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つ
日
本
語
人
材
を
直
接
探
し
に
行
く
ケ
ー
ス
も
少
な
く
は
な
い
。

日
本
に
は
在
籍
数
が
少
な
い
国
の
学
生
に
出
会
う
た
め
に
現
地
へ

赴
く
企
業
も
一
定
数
あ
り
、
こ
う
し
た
傾
向
は
今
後
一
層
加
速
す

る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
外
国
人
留
学
生
の
ほ
う
が
日
本
文

化
へ
の
理
解
も
深
く
、
日
本
語
能
力
も
高
い
こ
と
が
多
い
。
そ
の

た
め
企
業
に
と
っ
て
入
社
後
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
育
成
の
し
や
す
さ
、

ひ
い
て
は
即
戦
力
と
し
て
も
期
待
で
き
る
の
は
外
国
人
留
学
生
の

ほ
う
だ
と
言
え
よ
う
。

お
わ
り
に

　

日
本
経
済
に
と
っ
て
、
労
働
人
口
の
減
少
は
早
急
に
対
策
を
講

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
り
、
そ
の
解
決
の
一
翼
を
担
う

の
が
外
国
人
留
学
生
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
前
述
し
た
「
日

本
語
の
問
題
」
や
「
受
け
入
れ
態
勢
」、
ま
た
「
在
留
資
格
の
問

題
」
な
ど
は
、
外
国
人
留
学
生
が
日
本
か
ら
遠
の
く
原
因
と
な
る

た
め
、
政
府
が
掲
げ
る
「
留
学
生
30
万
人
計
画
」
以
前
に
、
育
て

た
外
国
人
留
学
生
が
国
内
で
就
労
す
る
環
境
づ
く
り
と
セ
ッ
ト
で

考
え
る
必
要
が
あ
る
。
現
状
で
は
外
国
人
留
学
生
の
国
内
就
職
希

望
者
は
64
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
が
、
外
国
人
留
学
生
が
働
き
や

す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
れ
ば
、
こ
の
数
字
は
間
違
い
な
く
上
昇

す
る
で
あ
ろ
う
。

　

と
は
い
え
、
浸
透
す
る
に
は
時
間
が
か
か
る
。
留
学
生
を
受
け

入
れ
て
い
る
学
校
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
日
本
語・

就
業

文
化
を
身
に
付
け
て
も
ら
え
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
成
し
、
企
業

側
の
「
新
卒
採
用
」
に
組
み
込
ん
で
も
ら
え
る
仕
組
み
を
供
給
し

続
け
る
こ
と
が
今
後
も
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。�

図表４　外国人留学生の採用目的について教えてください
（複数選択、316社回答　％表記）

※全企業による任意回答

国籍を問わず
優秀な人材確保のため

0 20 40 60%

海外の事業所や法人での
雇用・配属を見越して

外国語の必要な業務があるため

特に理由はない

ダイバーシティ推進のため

異文化の価値観や発想力などを
取り入れるため

日本人採用が困難なため、
目標人数を確保するため

インバウンド需要対応のため

その他

50.6
58.1

47.5

23.4
31.2

20.2

20.6
22.6

19.7

18.7
16.1
19.7

18.4
21.5

17.0

11.7
9.7
12.6

10.4
7.5
11.7

7.3
2.2

9.4

5.4
7.5

4.5

全体
製造業（建設関連・設計含む）
非製造業
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